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三
光
教
会
の
こ
れ
か
ら
に 

 

望
み
を
抱
く 

  
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎
和
子 

 

秋
も
深
ま
り
、
三
光
教
会
の
庭
の

木
々
も
色
付
き
、
落
葉
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
事
務
棟
の
後
ろ
に
植
え
ら
れ
て

い
る
柿
の
木
の
実
も
色
付
き
、
秋
の
季

節
の
深
ま
り
を
一
層
感
じ
ま
す
。 

 

三
光
教
会
は
11
月
の
第
２
主
日
を

創
立
記
念
日
と
し
て
い
ま
す
。
三
光
教

会
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
ま
す
と
、

１
９
０
６
年
に
先
ず
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

と
聖
十
字
教
会
が
合
同
し
て
復
活
教
会

と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
６
年
後
、

１
９
１
２
年
に
復
活
教
会
と
喜
望
教
会

が
合
同
し
、
「
三
光
教
会
」
と
な
っ
た

の
で
す
。
三
光
教
会
は
今
年
で
、
創
立

１
０
５
年
と
な
り
ま
す
。 

 

１
０
５
年
の
長
き
に
渡
る
歴
史
を
持

つ
三
光
教
会
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
、

今
一
度
振
り
返
り
、
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
時
に
は
困
難
な
時
代
の

中
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
信
仰
を
繋

げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

三
光
教
会
は
、
成
立
当
時
か
ら
一
つ

の
教
会
と
し
て
出
発
し
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
１
８
７
５
年
Ｗ
・
Ｂ
・
ラ
イ

ト
師
に
よ
っ
て
四
谷
箪
笥
町
に
講
義
所 

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
講
義
所
は
当 

時
、
聖
十
字
仮
会
堂
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
三
光
教
会
成
立
ま
で

に
37
年
間
の
年
月
が
あ
り
ま
し
た
。
こ 

の
あ
い
だ
に
創
立
過
程
の
異
な
る
３
教

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
持
ち
つ
つ
合

同
を
果
た
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

１
０
５
年
後
の
三
光
教
会
が
属
す
る

現
在
の
東
京
教
区
を
見
て
み
ま
す
と
、

多
く
の
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
現

実
が
見
え
て
き
ま
す
。聖
職
者
の
減
少
、

信
徒
の
高
齢
化
、
少
子
化
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
一
つ
の
あ
り

方
と
し
て
、
あ
ら
た
に
東
京
教
区
を
エ

リ
ア
に
分
け
て
考
え
て
い
く
と
い
う
計

画
が
発
議
さ
れ
、
具
体
化
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
ま
す
。
東
京
教
区
の
教
区
組

織
は
、
教
区
事
務
所
、
宣
教
支
援
セ
ン

タ
ー
、
主
教
座
聖
堂
に
再
構
築
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

正
直
に
申
し
ま
し
て
、
ま
だ
実
感
を

持
っ
て
捉
え
に
く
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
浮
か
ん
で
来
な

い
思
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
一
層
の
現
状
認
識

を
共
有
し
、
一
致
し
て
共
に
祈
り
進
ん

で
行
こ
う
と
す
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。 

今
後
益
々
多
く
の
課
題
を
抱
え
つ

つ
、
そ
れ
で
も
１
０
０
有
余
年
の
間
、 

先
人
の
方
々
が
積
み
上
げ
て
来
た
三
光 

 

10
月
～
11
月
の
予
定  

◆
10
月 

15
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
19
主
日 

17
日
㈫ 

殉
教
者
主
教
イ
グ
ナ
シ
ウ
ス 

 
 
 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

18
日
㈬ 

福
音
記
者
聖
ル
カ
日 

20
日
㈮ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

22
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
20
主
日 

28
日
㈯ 

使
徒
聖
シ
モ
ン
・
使
徒
聖
ユ
ダ
日

29
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
21
主
日 

 
 

 
 

三
光
教
会
秋
の
大
バ
ザ
ー 

◆
11
月 

1
日
㈬ 

諸
聖
徒
日 

2
日
㈭ 

諸
魂
日 

3
日
㈮ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

5
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
22
主
日 

6
日
㈪ 

11
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

7
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

10
日
㈮ 

主
教
教
会
博
士
レ
オ 

11
日
㈯ 

主
教
マ
ル
チ
ン 

12
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
23
主
日 

 
 

 
 

三
光
教
会
第
105
回
創
立
記
念
日 

14
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

17
日
㈮ 

修
院
長
ヒ
ル
ダ 

 
 

 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

19
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
24
主
日 

21
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

22
日
㈬ 

殉
教
者
お
と
め
セ
シ
リ
ヤ 

23
日
㈭ 

殉
教
者
主
教
ロ
ー
マ
ク
レ
メ
ン
ト 

26
日
㈰ 

降
臨
節
前
主
日 

30
日
㈭ 

使
徒
聖
ア
ン
デ
レ
日 

◆
12
月 

2
日
㈯ 

日
本
聖
公
会
初
代
主
教
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ 

3
日
㈰ 

降
臨
節
第
1
主
日 
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教
会
の
伝
統
と
礼
拝
を
大
切
に
し
つ
つ
、

将
来
に
望
み
を
持
っ
て
新
た
な
道
を
皆

さ
ま
と
共
に
模
索
し
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

  
 

 
 

婦
人
会
だ
よ
り 
（
９
月
） 

９
月
17
日 

 

参
加
者
19
名 

婦
人
会
も
後
半
に
入
り
、
来
年
度
以 

降
の
活
動
を
考
え
る
時
期
に
な
り
ま
し 

た
。
時
代
、
環
境
の
変
化
に
伴
い
こ
こ

数
年
急
激
に
例
会
の
参
加
者
数
も
減
り
、

若
い
方
達
の
参
加
が
望
め
ず
、
役
員
の

引
き
受
け
手
が
い
な
い
、
と
い
う
難
し

い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

三
光
教
会
の
み
ん
な
の
連
帯
感
を

担
う
大
切
な
組
織
と
し
て
今
後
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
を
会
員

の
皆
様
に
書
面
で
お
伝
え
し
、
11
月
の 

例
会
時
に
皆
で
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と 

に
な
り
ま
し
た
。
11
月
に
は
皆
様
多
数

ご
出
席
頂
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

10
月
の
婦
人
会
は
バ
ザ
ー
準
備
の

お
手
伝
い
に
当
て
、
お
休
み
と
な
り
ま

す
。  

 
 

 
 

 

（
記
・ 

加
藤
由
喜
子
） 

 
 

男
子
会
だ
よ
り 

（
９
月
） 

８
月
の
男
子
会
は
、
特
別
企
画
と
し
て

ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
こ 

と
に
し
ま
し
た
。 

 

こ
と
の
発
端
は
、
８
月
の
愛
餐
会
は

毎
回
お
に
ぎ
り
で
は
飽
き
る
な
、
子
供

達
も
楽
し
め
る
企
画
を
考
え
よ
う
と
、

そ
う
め
ん
流
し
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

の
案
の
中
か
ら
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
に
決

定
し
ま
し
た
。
20
日
㈰
に
１
０
０
個
、

パ
ン
は
小
ぶ
り
の
サ
イ
ズ
で
２
個
３
０

０
円
と
手
ご
ろ
な
値
段
設
定
、
こ
れ
な

ら
と
張
り
切
っ
て
準
備
。 

 
当
日
は
パ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
キ
ャ

ベ
ツ
も
残
ら
ず
１
０
０
個
完
売
で
し
た
。

お
持
ち
帰
り
の
方
に
は
プ
ラ
の
ケ
ー
ス

に
ち
ょ
う
ど
２
個
収
ま
り
喜
ば
れ
ま
し

た
。
昔
は
愛
餐
会
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
を

出
し
て
い
た
と
か
懐
か
し
い
話
が
飛
び

交
い
、
中
に
は
一
つ
で
十
分
と
思
っ
て

い
た
け
ど
２
個
と
も
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
り
、
普
段
の
愛

餐
会
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
場
面
が
続
出
。

ま
た
の
機
会
に
ぜ
ひ
提
供
し
た
い
で
す

ね
。 

 
 
 
 
 

(

記
・
賴 

仰
史) 

 

も
う
一
つ
の
ア
ボ
ン 

 
 

ル
ソ
ン
島
北
部
に
、
バ
ギ
オ
へ
の

道
路
建
設
の
た
め
、
１
９
０
０
年
代
の

初
頭
、
２
５
０
０
名
ほ
ど
の
日
本
人
労

働 者
が
渡
り
、
難
工
事
と
重
労
働
の
た
め 

数
百
名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
も
の
の
、

工
事
終
了
後
、
多
く
が
こ
の
地
に
残
っ 

て
、
現
地
の
女
性
と
結
婚
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
映
画
ち
ら
し
の
中
で
も
触

れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
幸
せ
な
家
庭
を
築

い
た
の
も
つ
か
の
間
、
第
二
次
世
界
大

戦
が
勃
発
。
戦
後
は
敵
国
人
と
し
て
激

し
い
憎
悪
と
差
別
の
対
象
に
な
り
、
長

い
間
日
本
の
名
前
を
隠
し
、
山
岳
地
帯

で
身
を
隠
す
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
た

の
が
シ
ス
タ
ー
海
野
で
す
。 

 

シ
ス
タ
ー
海
野
は
１
９
１
１
年
生
ま

れ
。中
国
で
社
会
事
業
に
携
わ
っ
た
後
、

１
９
４
２
年
に
日
本
で
修
道
会
に
入
り 

ま
し
た
。
戦
後
は
各
地
で
幼
稚
園
長
を 

務
め
、
１
９
７
０
年
ロ
ー
マ
法
王
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
訪
問
に
随
行
し
て
マ
ニ
ラ
の

ス
ラ
ム
街
で
底
辺
の
子
供
達
を
見
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
第
２
の
人
生
を
送
る
こ

と
を
決
意
し
た
の
で
す 

１
９
７
２
年
60
歳
で
定
年
後
マ
ニ 

ラ
へ
。
多
く
の
日
本
人
が
バ
ギ
オ
へ
の 

道
路
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
聞
き
、

敵
国
で
あ
っ
た
日
本
人
の
子
孫
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
と
疑
問
を
持
っ
た
こ
と 

か
ら
、
３
ヶ
月
間
歩
き
回
っ
て
一
人
の

日
系
人
を
発
見
し
ま
し
た
。
日
本
人
の

多
く
は
、
戦
争
で
軍
属
と
し
て
死
亡
し

た
り
、疎
開
中
に
病
気
で
死
亡
し
た
り
、

生
き
残
っ
て
捕
虜
と
な
っ
た
も
の
は
日

本
に
強
制
送
還
さ
れ
、
現
地
で
虐
殺
さ

れ
た
人
も
い
て
、
日
系
の
子
孫
は
精
神

的
・
経
済
的
に
大
き
な
痛
手
を
受
け
た

だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
日
本

人
双
方
か
ら
さ
げ
す
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

シ
ス
タ
ー
は
、
「
戦
争
に
対
す
る
責

任
を
自
分
な
り
に
取
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
隠
れ
て
い
た
日
系
人
を
一
人
一
人

捜
し
歩
き
、
５
年
間
で
千
人
の
日
系
人

を
捜
し
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
世
達

が
物
質
的
な
助
け
を
求
め
ず
、
子
供
達

に
教
育
を
授
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
聞
い
て
奨
学
金
制
度
を
作
り
、
ま
た

何
年
に
も
わ
た
っ
て
遺
骨
・
遺
品
の
収

集
を
行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
貧
し
い

農
民
に
は
助
け
合
い
と
自
立
が
必
要
と
、

１
９
８
０
年
に
は
農
協
を
作
り
、
日
本

人
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、技
術
指
導
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
も
行
な
い
ま
し
た
。

１
９
８
６
年
に
は
日
比
親
善
友
好
会
館

「
ア
ボ
ン
」
を
開
設
。
１
９
８
９
年
11

月
に
は
バ
ギ
オ
へ
の
道
路
を
見
渡
せ
る 

展
望
台
に
友
好
の
記
念
碑
を
建
立
。
そ

れ
を
見
届
け
た
後
、
そ
の
年
の
12
月

31
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。 
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つ
ら
い
体
験
を
し
て
き
た
日
系
人
に
、

「
日
本
人
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
同
じ
よ

う
な
犠
牲
や
悲
し
み
を
経
験
し
ま
し
た
。

戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た
。
許
し
忘
れ
な

さ
い
」
と
言
い
、
「
神
様
に
与
え
ら
れ

た
命
を
全
う
す
る
だ
け
」
と
晩
年
も
治

療
を
す
る
よ
り
は
日
比
両
国
の
た
め
に

奔
走
し
た
シ
ス
タ
ー
。
日
本
兵
の
慰
霊

碑
を
建
て
る
の
で
は
な
く
、
奨
学
金
で

人
材
を
育
て
、
「
生
き
た
記
念
碑
を
建

て
る
」
と
表
現
し
た
シ
ス
タ
ー
。 

 

私
た
ち
も
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
、
少
し
で
も
お
互
い

が
学
び
あ
い
祈
り
合
う
関
係
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
記
・
安
次
嶺 

佳
子
） 

 
 

 

  

 

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 
■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、
毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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公 
 

示 

 
 

日
本
聖
公
会
法
規
第
138
条
の
規
定
に
従
い
、
日
本
聖
公
会
東
京
教
区 

三
光
教
会
（
臨
時
）
堅
信
受
領
者
総
会
を
左
記
の
よ
う
に
召
集
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

救
主
降
生
２
０
１
７
年
10
月
８
日
聖
霊
降
臨
後
第
１８
主
日 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

日
本
聖
公
会
東
京
教
区 

三
光
教
会 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

牧
師 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
﨑
和
子 

 
 
 
 

 

記 

 

日
時 

２
０
１
７
年
11
月
19
日
㈰
聖
霊
降
臨
後
第
24
主
日 

第Ⅱ

聖
餐
式
後 

 

場
所 

三
光
教
会
聖
堂 

 

 

議
題 

聖
堂
内
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
す
る
件 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

※
本
臨
時
総
会
を
欠
席
の
場
合
は
、
議
決
の
一
切
を
議
長
に
一
任
す
る
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


